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(57)【要約】
【課題】ワーカーの創造性を引き出すことができるアク
ティブオフィスに好適な椅子を提供する。
【解決手段】椅子は、座１と背もたれ２と脚装置３とを
備えており、座１は高さ調節自在である一方、背もたれ
２は脚装置３に固定されている。７００ｍｍ程度の高さ
のスタンダードなテーブルにも、１０００ｍｍ程度の高
さのハイテーブルにも使用できるが、座１の高さを高く
すると背もたれ２のはみ出し量が少なくなるため、座１
を高くしても人が身体を後傾させることはない。このた
め、安全に使用できる。座の高さを低くすると、背もた
れにもたれかかってリラックスできる。床に足を着けた
中腰でチョイ掛けすることも可能であり、この場合、背
もたれはテーブルの下方にあって目立たないため、ミー
ティング等を違和感なく行える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座と背もたれと脚装置とを備えており、前記背もたれは、前記脚装置に設けた背支柱又
は背支持フレームに固定されている構成であって、
　前記座は、少なくとも前記背もたれの上端と下端との間の範囲において昇降するように
、前記脚装置で昇降自在に支持されている一方、
　前記背もたれは略鉛直姿勢になっており、前記座が昇降しても当該座と前記背もたれと
の前後方向の位置関係は略一定に維持されている、
椅子。
【請求項２】
　前記背もたれは上下長手の形態であり、前記座を上昇させきった状態では座面が前記背
もたれの上端よりも低い高さに位置し、前記座を下降させきった状態では座面が前記背も
たれの下端よりも高い高さに位置するように設定されている、
請求項１に記載した椅子。
【請求項３】
　前記背もたれは上下長手の形態であり、前記座の高さは４２０～７５０ｍｍ程度の範囲
で昇降するように設定されている、
請求項１又は２に記載した椅子。
【請求項４】
　前記脚装置は、床に載る接地部と、前記接地部の後端から立ち上がったパイプ製背支柱
とを有しており、前記背支柱の背面に前記背もたれが固定されて、前記背支柱に上からス
ライド自在に嵌め入れられたロッドに前記座が固定されている、
請求項１～３のうちのいずれかに記載した記載した椅子。
【請求項５】
　前記脚装置は、床に載る接地部と、前記接地部の中央部から立ち上がった脚支柱とを有
しており、前記脚支柱は、前記接地部に固定された外筒に内筒が昇降自在に嵌まったガス
シリンダで構成されており、前記内筒の上端に前記座が取付けられて、前記外筒から後ろ
向きに分岐させた背支持フレームに前記背もたれが取付けられている、
請求項１～３のうちのいずれかに記載した椅子。
【請求項６】
　高さが１０００ｍｍ程度かそれ以上で人が立った状態で使用できるハイテーブルとセッ
トで使用できるものであり、前記背もたれの高さは、前記ハイテーブルの天板の下方に入
り込ませることができる高さである一方、
　前記座には、着座した人が足を載せ得るステップを設けている、
請求項１～５のうちのいずれかに記載した椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、座が昇降自在な背もたれ付き椅子に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　椅子において、座を使用者の身長に応じて高さ調節できるようにすることは、広く行わ
れている。この場合、例えばオフィス用の回転椅子では、脚支柱としてガスシリンダが使
用されており、脚支柱の状態に設けたベースで座と背もたれとが支持されている。従って
、背もたれと座とは一緒に昇降する。
【０００３】
　他方、椅子の一つのジャンルとして、児童・生徒が学習机とセットで使用する木製の学
習椅子があり、この木製学習椅子では、左右の側枠（側部材）の間に座が高さ調節可能に
配置されて、左右側枠の上端部に背もたれが取付けられている。学習椅子では、座は左右
の側枠に高さ調節可能に固定されていることが多いが、特許文献１では、座をガスシリン
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ダによって昇降自在に支持している。
【０００４】
　学習椅子において座を高さ調節できるようにしているのは、机の高さが一定であること
を前提にして、児童の成長に合わせて机を適切に使用できるようにするためであり、背も
たれの高さは一定にして、児童の成長に応じて座の高さは低くなっていく。そして、身長
が低くて足が床に届かない場合のために、椅子には、高さ調節可能なステップ板を設けて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４２７５６８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　さて、近年のオフィスでは、ワーカーが型に囚われずに自由に発想できる環境や、グル
ープで活発に討議できる環境、或いは、ワーカーが心身を活性化できるような環境などの
アクティブオフィス環境の重要性が提唱されており、その一環として、人が立って使用す
るハイテーブルが普及しつつある。
【０００７】
　このハイテーブルは、天板の高さが例えば１０００ｍｍ程度であるが、討議が長時間に
及ぶ場合など、ハイテーブルであっても椅子に腰掛けて使用したいという要望が有り得る
。
【０００８】
　この点については、通常の回転椅子に長いガスシリンダを使用して座を高くしたらよい
と云えるが、この場合は、背もたれも一緒に高くなるため、背もたれがテーブルの上には
み出て体裁が悪くなるおそれがある問題や、背もたれが座の上に大きくはみ出ていると使
用者が上半身を後傾させてしまいやすいため、高さが高い状態で使用すると、重心が後ろ
に移動して安定性が低下してしまうおそれがある。
【０００９】
　他方、特許文献１のような学習椅子を適用した場合は、座の左右両側に側枠があるため
椅子の着座・離席が面倒であり、従って、学習椅子は、オフィス用としてそのまま適用で
きるとは言い難い。
【００１０】
　本願発明は、このような現状に鑑み成されたものであり、アクティブオフィス環境作り
に貢献できる椅子を提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本願発明は様々な構成を含んでおり、その典型を各請求項で特定している。このうち請
求項１の発明は上位概念を成すもので、椅子は、
「座と背もたれと脚装置とを備えており、前記背もたれは、前記脚装置に設けた背支柱又
は背支持フレームに固定されている構成であって、
　前記座は、少なくとも前記背もたれの上端と下端との間の範囲において昇降するように
、前記脚装置で昇降自在に支持されている一方、
　前記背もたれは略鉛直姿勢になっており、前記座が昇降しても当該座と前記背もたれと
の前後方向の位置関係は略一定に維持されている」
というものである。
【００１２】
　座は、背もたれの上端と下端との間の範囲において昇降するが、背もたれの上端よりも
上まで上昇させたり、背もたれの下方まで下降させたりすることも可能である。或いは、
背もたれの上端と同じ高さまで上昇したり、背もたれの下端と同じ高さまで下降させるこ
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とも可能である。
【００１３】
　請求項２の椅子は、請求項１において、
「前記背もたれは上下長手の形態であり、前記座を上昇させきった状態では座面が前記背
もたれの上端よりも低い高さに位置し、前記座を下降させきった状態では座面が前記背も
たれの下端よりも高い高さに位置するように設定されている」
という構成になっている。
【００１４】
　請求項２において、座を上昇させきった状態及び下降させきった状態での背もたれの具
体的なはみ出し寸法は、例えば数センチ～１０センチ（例えば５～１０センチ）程度とす
ることができる（背もたれの上向き又は下向きのはみ出し部が、左右横長の形態になるよ
うな状態に設定できる。）。
【００１５】
　請求項３の椅子は、請求項１又は２において、前記背もたれは上下長手の形態であり、
前記座の高さは４２０～７５０ｍｍ程度の範囲で昇降するように設定されている。
【００１６】
　請求項４の椅子は、請求項１～３のうちのいずれかにおいて、
「前記脚装置は、床に載る接地部と、前記接地部の後端から立ち上がったパイプ製背支柱
とを有しており、前記背支柱の背面に前記背もたれが固定されて、前記背支柱に上からス
ライド自在に嵌め入れられたロッドに前記座が固定されている」
というものである。
【００１７】
　請求項５の椅子は、請求項１～４のうちのいずれかにおいて、
「前記脚装置は、床に載る接地部と、前記接地部の中央部から立ち上がった脚支柱とを有
しており、前記脚支柱は、前記接地部に固定された外筒に内筒が昇降自在に嵌まったガス
シリンダで構成されており、前記内筒の上端に前記座が取付けられて、前記外筒から後ろ
向きに分岐させた背支持フレームに前記背もたれが取付けられている」
というものである。
【００１８】
　請求項６の椅子は、請求項１～５のうちのいずれかにおいて、
「高さが１０００ｍｍ程度かそれ以上で人が立った状態で使用できるハイテーブルとセッ
トで使用できるものであり、前記背もたれの高さは、前記ハイテーブルの天板の下方に入
り込ませることができる高さである一方、前記座には、着座した人が足を載せ得るステッ
プを設けている」
というものである。
【発明の効果】
【００１９】
　さて、背もたれが後傾した状態で固定されていて座のみが昇降する状態を想定した場合
、座の高さが高くなると、座と背もたれとの前後間隔は大きくなる。そして、着座した人
が深く腰掛けるために身体を背もたれに当たると、座の高さが高くなるほど、人の重心が
後ろにずれることになる。従って、ハイテーブルに使用する場合など、安全性が低下して
しまう。
【００２０】
　これに対して本願発明では、背もたれは鉛直姿勢であるため、座をどの高さに昇降させ
て身体を背もたれに当てても、人の重心の前後位置は変化しない。従って、座を高くして
も重心が後ろにずれることはなくて、高い安全性を確保できる。
【００２１】
　また、本願発明において、座の高さが低いと、床面から身体の重心までの高さも低いた
め、背もたれにもたれても安定性は低下せず、従って、安全に使用できる。他方、座の高
さを高くして重心が高い状態で上半身を後傾させると、安定性が低下してしまうが、本願
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発明では、背もたれの高さは一定であり、座の高さを高くすると、座面からの背もたれの
上向きはみ出し寸法が小さくなったりはみ出しがなくなったりするため、座を高くした状
態では、椅子の使用者は、上半身を後傾させることを無意識に抑制する。このため、座を
高くしても安全に使用できる。
【００２２】
　従って、高さが７００ｍｍ前後の通常の高さの机やテーブルとセットで使用したり、請
求項４のように１０００ｍｍ程度の高さのハイテーブルとセットで使用したりということ
が容易であり、様々なワーキングスタイルを選択可能なアクティブオフィスで使用される
椅子として好適である。
【００２３】
　ハイテーブルとセットで使用する場合、床に足を着けた中腰で臀部を座の載せる、いわ
ゆるチョイ掛けの使用態様も採ることができる。この場合も、背もたれが座面から上向き
にはみ出している寸法が小さいため、背もたれが目立つことはなくて、ミーティングなど
を違和感なく行える。
【００２４】
　また、例えばテーブルを囲んで多数の椅子が配置されている場合、使用者の身長等に応
じて座の高さが調節されても、各背もたれの高さは一定に揃っているため、体裁がよいと
いう利点もある。
【００２５】
　さて、座は、背もたれの上端よりも上又は背もたれの上端と同じ高さまで上昇させるこ
とも可能であるが、この場合は、人が着座するに際して後退限度を規制する手段がないた
め、座の高さが例えば６００ｍｍ以上である場合のようにかなり高いと、重心が後ろに行
き過ぎてしまって安定性が低下するといった事態が有り得る。
【００２６】
　従って、座を例えば６００ｍｍ以上のような高い高さに上昇させ得る場合は、請求項２
に記載したように、座を上昇させきった状態でも背もたれが座面よりも上にはみ出ている
ように設定して、着座者の重心が後ろに行き過ぎないように規制することが好ましいとい
える。
【００２７】
　座を下降させきった状態では、座面が背もたれの下端と同じかそれより下に位置してい
ても、着座者の安定性について特段の問題はないが、背もたれ上端と座面との高低差があ
り過ぎると人に違和感を与えることあるので、請求項２のように、座を下降させきった状
態でも座面が背もたれの下端より上に位置するように設定すると、体裁かよいといえる。
また、請求項４のように背支柱に挿通したロッドに座を固定している場合は、座の最下降
位置において背もたれの下面は座面よりも下に位置するため、請求項４の構成を担保する
とこともできる。
【００２８】
　請求項３のように、座を４２０～７５０ｍｍ程度の範囲で昇降させると、椅子は、７０
０ｍｍ程度の高さの一般的なテーブルや机から１０００ｍｍ程度の高さのハイテーブルま
で高さが異なる種々のテーブル・机に使用できる。従って、汎用性に優れている。
【００２９】
　請求項４の構成を採用すると、支柱を利用して背もたれの取付けと座の支持又は昇降ガ
イドとが行われため、構造を簡単化できる。この場合、実施形態のように支柱を左右に配
置すると、座の安定性を向上できると共に、背もたれが左右の支柱を連結する補強部材の
役割を果たすため、簡単な構造でありながら高い堅牢性を確保することができる。
【００３０】
　なお、請求項４において、座の高さ調節手段としては、支柱とは別にガスシリンダを配
置してもよいし、支柱の内部にガスシリンダを配置してもよい。或いは、ガスシリンダは
使用せずに、ロッドと支柱との固定手段（ロック手段）を別に設けてもよい。
【００３１】
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　請求項５では、座はガスシリンダからなる脚支柱で支持されているため、通常の回転椅
子と同様に座の高さ調節を簡単に行える。また、背支柱はガスシリンダの外筒から分岐し
た背支柱に固定されているため、全体としてすっきりしていて見た目も良い。
【００３２】
　本願発明の椅子は、既述のとおり、ハイテーブルとセットで使用することが好適である
が、請求項６では、背もたれはテーブルの下方の空間に収納できるため、不使用時の環境
をすっきりさせることができる。
【００３３】
　また、座にステップを設けているため、足が床に着かない状態まで座を上昇させていて
も、身体を安定的に保持できる。特許文献１のような学習椅子でもステップを備えている
が、このステップは側枠に固定されているため高さ調節が面倒であるが、本願発明では、
ステップは座に取付けられているため、一々ステップの高さ調節を行う作業は不要であり
、それだけ使い勝手がよい。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】第１実施形態を示す図で、（Ａ）は座を最も下げた状態での斜視図、（Ｂ）は座
を最も下げた状態での側面図、（Ｃ）は座を最も上げた状態での斜視図、（Ｄ）は座を最
も上げた状態での側面図である。
【図２】（Ａ）はガスシリンダの操作機構を示す分離斜視図、（Ｂ）は座の支持機構を示
す斜視図である。
【図３】椅子の使用態様を示す図であり、（Ａ）はスンタダードな高さのテーブルとセッ
トで使用している状態の側面図、（Ｂ）はミドルタイプの高さのテーブルとセットで使用
している状態の側面図、（Ｃ）はハイテーブルとセットで使用している状態の側面図であ
る。
【図４】（Ａ）は第２実施形態の斜視図、（Ｂ）は第３実施形態の斜視図、（Ｃ）は（Ｂ
）の背もたれを後ろから見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　(1).第１実施形態の構成
　次に、本願発明の実施形態を図面に基づいて説明する。まず、図１～３に示す第１実施
形態を説明する。この実施形態は請求項２に対応したもので、座１と背もたれ２と脚装置
３とを備えている。座１は平面視四角形で、背もたれ２は正面視四角形（縦長長方形）に
形成されている。座１の前端には、下向き部１ａを設けている。
【００３６】
　図示は省略しているが、座１及び背もたれ２は、樹脂製や木製や金属板製の基板にクッ
ション材を張った構造になっており、クッション材はクロス等の表皮材で覆われている。
また、座１及び背もたれ２は、そのフレーム材に基板を固定して、基板にクッション材を
張った構造とすることも可能である。
【００３７】
　脚装置３は金属パイプで構成されており、平面視で後ろ向き開口のコ字形に曲がった接
地部４と、接地部４の後端から鉛直姿勢に立ち上がった左右の支柱５とを有しており、背
もたれ２は、左右支柱５の上端部に連結されている。従って、左右の支柱５は背もたれ２
で連結されて補強されている。図１（Ｃ）に一点鎖線で示すように、左右支柱５の上端部
に補強板６を連結して、この補強板６に背もたれ２を取り付けることも可能である。
【００３８】
　支柱５には、上からロッド７が摺動自在に嵌まっており、このロッド７の上端は座１の
後端部に固定されている。従って、座１は、左右の支柱５にガイドされて昇降する。ロッ
ド７にロック体を設けて座１の高さ調節を行うことも可能であるが、本実施形態では、座
１の支持及び高さ調節にガスシリンダ８を使用している。
【００３９】
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　ガスシリンダ８は、外筒８ａとこれにスライド自在に嵌まった内筒８ｂとを有しており
、外筒８ａの下端は、接地部４に固定したステー９に固定されている一方、内筒８ｂへの
上端部は、ブラケット１０を介して座１の下面に固定されている。
【００４０】
　図２に示すように、ブラケット１０は、下面板１０ａと左右の側板１０ｂとを有する上
向き開口コ字形の部分と、側板１０ｂの上面に溶接で固定された上板１０ｃとを有してお
り、上板１０ｃが座１にビス（図示せず）で固定されている。
【００４１】
　また、下面板１０ａに溶接で固定されたブッシュ１１に、ガスシリンダ８における内筒
８ｂの上端部が下方から嵌着している。内筒３ｂの上端面からは、ロックを解除するため
のプッシュバルブ１２が突出しており、プッシュバルブ１２は、昇降操作レバー１３で押
し下げ操作される。
【００４２】
　昇降操作レバー１３は、ブラケット１０の内部に位置した第１クランク部１４と、ブラ
ケット１０の外側に位置した第２クランク部１５を有している。第１クランク部１４は、
昇降操作レバー１３の本体部と平行な支軸部１４ａと、支軸部１４ａと直交した先端部１
４ｂとを有しており、支軸部１４ａは、ブラケット１０の一方の側板１０ｂに切り起こし
形成した軸受け片１６によって回転自在に保持されている。他方、先端部１４ｂは、プッ
シュバルブ１２の上に位置している。
【００４３】
　昇降操作レバー１３は指かけ部１３ａを有しており、椅子の使用者が腰を浮かせた状態
で指かけ部１３ａを上に引くと、昇降操作レバー１３は支軸部１３ａの軸心回りに回動し
て、第１クランク部１３の先端部１３ｂでプッシュバルブ１２が押されて、ガスシリンダ
８のロックが解除される。本実施形態の昇降操作レバー１３は操作手段の一例であり、プ
ッシュバルブ１２の押し下げは、様々な機構で実現できる。
【００４４】
　座１には、足が床に着かない状態まで座１を高くしたときに使用するステップ１６を設
けている。ステップ１６は金属パイプ製又は金属棒材製であり、正面視で上向き開口コ字
形になっている。
【００４５】
　(2).使用態様
　図３では、高さが相違する３種類のテーブル（机）とセットで使用している状態を表示
している。便宜的に、例えば高さが７００ｍｍ程度の一般的な高さのテーブルをスタンダ
ードテーブルと呼んで符号１７を付し、高さが８５０ｍｍ程度の高さのテーブルをミドル
テーブルと呼んで符号１８を付し、高さが１０００ｍｍ程度の高さのテーブルをハイテー
ブルと呼んで符号１９を付している。
【００４６】
　座１の高さは４２０～７５０ｍｍ程度の範囲で高さ調節することができる。図３（Ａ）
では、４２０ｍｍの高さを表示し、図３（Ｂ）では６００ｍｍの高さを表示し，図３（Ｃ
）では７５０ｍｍの高さを表示している。
【００４７】
　いずれのテーブル１７，１８，１９に使用するにおいても、人は椅子に腰掛けて大腿部
をテーブルの内部に入り込ませることができる。スタンダードテーブル１７とセットで使
用している状態では、背もたれ２は座面から大きくはみ出ているが、座１の高さは低いた
め、背もたれ２にもたれ掛かっても身体の安定性が損なわれることはない。
【００４８】
　ミドルテーブル１８とセットで使用する場や、ハイテーブル１９とセットで使用する場
合は、座１の高さが高くなるため、背もたれ２にもたれて上半身を大きく後傾させると身
体の安定性か低下するおそれがあるが、この状態では、背もたれ２が座面からはみ出る寸
法は小さくなっているため、使用者は上半身を後傾させるような行動は採らない。従って
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、身体の安全性を確保した状態でテーブルを使用できる。
【００４９】
　つまり、座面から背もたれ２がはみ出ている量から、使用者は身体の後傾の可否を把握
するのであり、座１が高い高さで背もたれ２に身体をもたれ掛けることができないのに、
敢えて身体を後傾させるような行動は採らないのである。椅子をハイテーブル１９やミド
ルテーブル１８とセットで使用する場合、足は床面に付けた中腰の状態で使用する（いわ
ゆるチョイ掛けを行う）ことも可能である（現実的には、このような使用状態が多いかも
しれない。）。
【００５０】
　座１を上昇させきったときの背もたれ２の座面からの上向きはみ出し寸法、及び、座１
を下降させきったときの背もたれ２の座面からの下向きはみ出し寸法は、実施形態では８
センチ適度になっているが、この寸法は任意に設定できる。
【００５１】
　実施形態のように、座１の前端に下向き部１ａを設けると、チョイ掛けする場合に身体
（臀部）との接触面積を大きくなるため、使用者の負担を軽減できる利点がある。このよ
うな中腰での使用でも使用者の身体の負担は著しく軽減できるため、ハイテーブル１９を
使用したグループワーキングについて、長い時間に亙って行っても身体の負担は著しく軽
減される。
【００５２】
　図３（Ｃ）のとおり、実施形態の椅子は、背もたれ２の上端の高さを１０００ｍｍより
も少し低い高さに設定している。このため、不使用時には、椅子全体をハイテーブル１９
の下方の空間に収納できる。このため、オフィスをスッキリとさせることができる。
【００５３】
　また、ハイテーブル１９を囲んで多数人がミーティングなどを行う場合、背もたれ２が
天板の下方に位置していることから、背もたれ２が対向した人の視界に入ることは殆どな
いため、床から足を上げた状態で使用するにしても、床に足を付けてチョイ掛けで使用す
るにしても、ミーティング等を違和感なく行える。なお、図３ではガスシリンダ８の表示
は省略している。
【００５４】
　大きなスタンダードテーブル１７を多数人が囲んでいる場合や、１人用の机（テーブル
）を多数並設してこれらとセットで実施形態の椅子を使用する場合、個々の人が身長等に
応じて座１の高さを調節していても、背もたれ２の高さは一定に揃っている。このため、
デザイン的な統一があって体裁がよい。
【００５５】
　(2).他の実施形態
　図４（Ａ）では、請求項３に対応した第２実施形態を示している。この実施形態では、
脚装置３は、リング状の接地部４と、放射状に延びる複数本のフレーム２０を介して接地
部４の中央部に固定されたガスシリンダ８とを有しており、内筒８ｂの上端に、図２と同
様のブラケット１０を介して座１が固定されている。座１は、平面視円形に形成している
。
【００５６】
　また、ガスシリンダ８を構成する外筒８ａの上端部に、後ろ向きに延びる背支持フレー
ム２１を固定し、この背支持フレーム２１に背もたれ２を固定している。なお、背もたれ
２を、上下長手の左右サイドフレームを有する構造とし、サイドフレームと背支持フレー
ム２１とを一体化することも可能である。
【００５７】
　本実施形態でも、座１にステップ１６を設けているが、ハイテーブル１９とセットで使
用する場合にチョイ掛けの使用を想定している場合は、ステップ１６は無くてもよい。座
１は、平面視四角形等の他の形態であってもよい。
【００５８】
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　図４（Ｂ）（Ｃ）に示す第３実施形態では、座１は、背もたれ２の初期高さをハイタイ
プとロータイプとの２段階に調節できるようにしている。具体的には、背もたれ２の背面
に形成した凹所２２に引手２３を配置して、引手２３を上に引くとロックが解除されて、
背もたれ２が高さ調節自在となるように設定している（３段階以上に高さ調節できるよう
にしてもよい。）。脚装置３は、キャスタ２４を備えている。背もたれ２の初期高さを高
くした状態では、座１は、背もたれ２の上端と下端との高さの範囲で上下動する。
【００５９】
　背もたれ２の初期高さを低く設定すると、座面が背もたれ２の上端と揃うか又は上に位
置させ得るように設定できる。このような関係にすることにより、丸椅子と同様に、どの
方向からも腰掛けることができる。他方、背もたれ２の初期高さを高くしておくと、背も
たれ付き椅子として使用できる。
【００６０】
　従って、頻繁に着座しり離席したりする場合や、任意の方向に姿勢を変えて作業を行う
必要がある場合は、背もたれ２の初期高さをロータイプに低くして丸椅子として使用し、
デスクワークを行う場合は背もたれ２の初期高さをハイタイプに高くして、背もたれ付き
椅子として使用するというように、状況に応じて使い分けることができる。
【００６１】
　本願発明は、他にも様々に具体化できる。例えば、背もたれはクシッョンタイプでなく
てもよいのであり、前後に開口した背フレームにメッシュ材を張った構造なども採用でき
る。或いは、木製や樹脂製の背板のみで構成されていてもよい。座も同様である。背もた
れは、正面視で小判形や縦長カマボコ形などに形成することも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本願発明は、椅子に具体化できる。したがって、産業上利用できる。
【符号の説明】
【００６３】
　　１　座
　　２　背もたれ
　　３　脚装置
　　４　接地部
　　５　支柱
　　８　ガスシリンダ（脚支柱）
　８ａ　外筒
　８ｂ　内筒
　１０　ブラケット
　１３　昇降操作レバー
　１６　ステップ
　２１　背支持フレーム
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